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  第1章

●利用者、民間事業者及び行政が一体となって、 
　シルバーサービスの振興を図るには、そのめ
　ざすべき社会の姿を共有化することが重要で
　ある。

●本章では、①人生の成熟期としての高齢期を
　豊かに暮らせる社会、②高齢者が社会の担い
　手として活躍し続けられる社会、③高齢者が
　尊厳を保ちながら自らの価値観に基づき生活
　を向上させていける社会、の３つの社会像を
　示す。

●ここにあげる３つの社会像が実現することに
　よって、これからの高齢者にとって最も重要と
　なる「安心」が確保される社会が構築される
　ものと考える。
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シルバーサービスの振興がめざす社会像   第1章

◉1950年代の我が国の 65歳の平均余命は現在よりも短く、1955年のデータを見ると、
　男性が11.50年、女性が13.90年であった。高齢期は「余生」として認識され、家族等
　に支えられた生活を送るライフスタイルが主流であった。

◉その後、平均余命は年々延伸し、現在（2005年時点）の 65歳の平均余命は、男性で
　18.13 年、女性で23.19 年と、大きく伸長した。また、自立して健康に生活できる期間
　である健康寿命（世界保健機関（WHO）推計）を見ても、男性で72.3歳、女性で77.7
　歳となっており、我が国が世界で最も長いとされている。

◉もはや高齢期は人生の「余生」とするには長く、「新たな人生」として積極的にとらえ、
　その時期にあった生活を確立することが必要になる。高齢期は子育てや仕事に関わる
　制約が減り、時間的なゆとりが増えることから、新たな人生をいかに充実して過ごすか
　を自ら考えることも重要となっている。また、今後さらに多様な価値観やライフスタイル
　を持つ高齢者が増加することから、より一層、多様性に富み、高い水準のサービス提供
　が長い期間求められることとなる。

◉これからの高齢者は、団塊の世代を中心として、自分の生活をより豊かなものとする
　ために、多様なサービスや商品を積極的に消費する傾向が高いと見込まれる。この
　ため、こうしたニーズを的確にとらえながら、民間のもつ創造性や効率性を活かして、　
　シルバーサービスをさらに発展させることにより、人生の成熟期としての高齢期に豊かさ
　を実感できる社会をめざす。

人生の成熟期としての
高齢期を豊かに暮らせる社会

第1節

◉1991（平成3）年の第46回国連総会において「高齢者のための国連原則」が採択され、
　高齢者が社会の資源であることが宣言された。しかし、これまでは、いったん社会から
　退いてしまうと、高齢者が有する知識や経験を社会で活かせる機会や場は限られてきた。

◉就労については、高齢者雇用安定法（2006（平成18）年 4月）の改正により、①定年の
　引上げ（65歳まで）、②継続雇用制度の導入、③定年制の廃止、のいずれかの措置を講
　じることを義務付けられるなど、制度的には進められてきているが、現実には、高齢
　者の雇用が十分に確保されるには至っていない。

高齢者が社会の担い手として
活躍し続けられる社会
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◉2015年に総人口の4分の1を占める高齢者が、安心して生活し、積極的な消費活動・生
　産活動に携わることは、人口減少社会を迎えた我が国の経済・社会の発展に不可欠で
　ある。とりわけ「ものづくり」を得意とする我が国においては、ものづくりに関わる研ぎ
　澄まされた感性や卓越した技術を有する人材を社会の資源・財産ととらえ、人から人へ
　これらを伝承、保存していくために高齢者が果たすべき役割も大きい。このため、高齢期
　を迎えても社会からリタイアするのではなく、年金等の社会保障をベースとしながらも、
　これまでに培った知識や技術を活かしたり、新たな知識や技術を身につけ、無理のない
　範囲で社会の担い手として就労し、活躍しながら収入を得ることができる社会をめざす。

◉高齢者が社会を支える担い手として活躍することが期待されているのは、就業活動に
　ついてだけではない。地域社会においては、子育てや教育といった場面での経験に裏
　打ちされた若い世代への支援から、同世代の高齢者や障害者の見守りや支援、地域の
　歴史文化の伝承、環境問題への取り組みに至る様々な活躍が期待される。そこで、高
　齢期を迎えても、本人の希望と社会の要請により社会からリタイアすることなく、すべ
　ての人が社会の一員としての役割を果たし、生き生きと暮らし続けられる社会をめざす。

◉高齢社会の方向性として、「高齢者が尊厳をもって暮らすこと」を確保することが最も
　重要であるとされている。（『高齢者介護研究会報告書：2003（平成15）年 6月26日』）
　これは、健康であるか、介護などの社会的支援が必要であるかを問わず、高齢者誰もが、
　どのような状況にあっても人間として尊厳を持って暮らせる社会をめざすというもので
　ある。これを具現化するためには、尊厳の保持という考え方をシルバーサービス分野に
　も、より一層、浸透させることが重要である。

◉我が国では地域社会の中で、相互に理解しあい、支えあって暮らす共同社会が形成さ
　れてきた。こうした地域社会を守り伝えてきたのも高齢者である。しかしながら、産業
　の発展に伴う都市化の中で、伝統的な地域社会でのつながりは失われつつある。そこで、
　現在の社会構造や国民意識に合った、個々の価値観や独立性は尊重しながらも、新たな
　つながりを持ち、高齢者の経験や知恵が生かせる社会をめざす。

◉新たな共同社会の下では、高齢者一人ひとりの多様な価値観に基づく生活と地域社会
　での協働が融合することが望まれる。そのためには、まず、高齢者が個々の価値観に
　応じて多様なサービスや商品を積極的に利用できる環境の整備が必要であって、地域
　の中での住まい方も多様化する中で、高齢者の生活全般を支えるシルバーサービスが
　量的にも質的にも充実していくことがますます重要となる。その結果、自らの意思でサー
　ビスを選択（自己決定）し、活用することができる社会をめざす。

高齢者が尊厳を保ちながら
自らの価値観に基づき生活を
向上させていける社会
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